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な
か
や
ま
荘
の
利
用
は
、
身
体
上

ま
た
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る

た
め
に
常
時
介
護
が
必
要
と
し
て
い

る
方
で
、
居
宅
で
そ
の
介
護
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
入
所
さ
れ
た
方
は
、
入
浴
・

排
泄
・
食
事
な
ど
の
介
護
、
相
談
及

び
援
助
や
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機

能
訓
練
、
健
康
管
理
、
療
養
上
の
お

世
話
を
行
い
、
年
間
を
通
し
て
の
行

事
等
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ホ
ー
ム
に
申
込

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
よ

り
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
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介
護
認
定
で
要
支
援
、
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
に
認
定
さ
れ
た
方
が

利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
又
は
、
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認

定
さ
れ
た
方
で
も
町
の
事
業
で
あ
る

介
護
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
者
は
、
今
別

町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
在
宅
す
る

概
ね
65
歳
以
上
の
老
人
及
び
身
体
上

又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
者
と
介

護
保
険
法
に
お
い
て
、
第
１
号
被
保

険
者
及
び
第
２
号
被
保
険
者
で
非
該

当
と
認
定
さ
れ
た
方
で
す
。
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虚
弱
老
人
等
の
た
め
に
入
浴
や
食

事
の
提
供
、
生
活
等
に
関
す
る
相
談
・

助
言
、
健
康
状
態
の
確
認
そ
の
他
日

常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練

(

レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン)

を
行
い
、
心
身

機
能
の
維
持
、
介
護
し
て
い
る
家
族

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
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施
設
に
短
期
入
所
し
て
い
た
だ
き
、

日
常
生
活
上
の
お
世
話
な
ど
を
行
い

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
一
時
的
に

居
宅
に
お
い
て
介
護
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
時
に
短
期
間
入
所
し
て

い
た
だ
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介

護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
お
世
話

な
ど
を
行
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
一

時
的
に
自
宅
で
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
の
あ
る
方
が
要
介
護
認
定
を

受
け
、
要
支
援
、
要
介
護
１
か
ら
要

介
護
５
に
認
定
さ
れ
た
方
で
す
。
理

由
と
し
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況

や
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
が

あ
り
、
家
族
の
身
体
的
・
精
神
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
か
、
介
護
認
定
が
非
該
当
と
認
定

さ
れ
た
方
で
も
町
の
事
業
で
あ
る
介

護
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
対
象
者
は
、
今
別
町

に
住
所
を
有
し
、
概
ね
65
歳
以
上
の

老
人
及
び
身
体
上
精
神
上
の
障
害
が

あ
る
方
と
介
護
保
険
法
に
お
い
て
、

第
１
号
被
保
険
者
及
び
第
２
号
被
保

険
者
で
非
該
当
と
認
定
さ
れ
た
方
で

す
。左

の
表
は
費
用
と
利
用
可
能
日
数

で
す
。
介
護
保
険
か
ら
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
費
用
の
め
や
す
を
ご
覧

下
さ
い
。

そ
の
他
、
食
材
料
費

(

食
事
の
材

料
に
か
か
る
費
用)

の
負
担
が
あ
り

ま
す
。
１
日
３
食
７
８
０
円

(

朝
食

２
０
０
円
・
昼
食
３
２
０
円
・
夕
食

２
６
０
円)
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老
人
、
障
害
者
を
対
象
に
家
庭
等
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
調

理
、
洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事
や
生
活
等
に
関
す
る
相

談
、
助
言
な
ど
日
常
生
活
上
の
お
世
話
を
行
い
安
心

し
て
自
宅
で
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

介
護
認
定
で
要
支
援
、
要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５

に
認
定
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
認
定
非
該
当
と
さ
れ
た
方
で
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
概
ね
65
歳
以
上
の
老

人
に
つ
い
て
も
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
日
常
生
活
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
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○
居
宅
介
護
支
援
事
業

要
支
援
、
要
介
護
１
か
ら
要
介
護

５
に
認
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
介
護

保
険
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
等
、
自
宅
で

日
常
生
活
を
営
む
た
め
必
要
な
保
健
、

医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
適
切

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
本
人
や
家
族

の
依
頼
を
受
け
て
、
そ
の
心
身
の
状

況
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
希
望
を

勘
案
し
て
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

(

ケ
ア
プ
ラ
ン)

を
作
成
し
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
連
絡
調

整
を
行
う
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
を

要
す
る
場
合
、
施
設
の
紹
介
や
そ
の

他
の
便
宜
の
提
供
を
し
ま
す
。

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
よ
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

短
期
入
所
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計

画
書(

ケ
ア
プ
ラ
ン)

が
必
要
で
す
。

こ
の
場
合
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
依
頼
し
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で

も
計
画
書
を
作
成
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

ま
た
、
ひ
よ
り
で
は
在
宅
で
の
介

護
に
関
す
る
悩
み
事
や
相
談
、
各
種

の
保
険
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続

き
の
お
手
伝
い
、
介
護
用
品
の
展
示

や
機
器
の
紹
介
や
そ
の
利
用
方
法
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

(

次
回
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
例
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。)
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問
い
合
わ
せ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
よ
り

�
35－

２
９
４
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
か
や
ま
荘

�
35－

３
９
６
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このほど､ 今別ライオンズクラブ30周年記念

式典が各関係者出席の上､ 開発センターにおい

て挙行され､ 記念事業として､ 今別小学校へバ

ス停留所と公民館へ本を寄贈しました｡

上山等会長をはじめとする会員の皆さんは､

式典を機会に今後も一層力を合わせて地域社会

に貢献する決意を新たにしていました｡

���������	
������

このほど､ 黎明懇話会 (会長相内喜久男) は､
町の活性化事業の一環として､ 大川平地区馬流
に200本の ｢うめ・あんず｣ の苗木を植栽しま
した｡
今回の梅植栽事業は､ ｢北限のうめの郷｣ と

して､ 観光と地場産品の開発を目的として行わ
れました｡
黎明懇話会では､ 今後栽培技術を取得し増植

していく予定です｡

��������	
��

４
月
22
日
中
央
公
民
館
で
、｢

女
性
の
勉
強

会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

勉
強
会
は
、
合
併
問
題
や
町
財
政
に
つ
い
て
、

町
連
合
婦
人
会

(

山
内
和
子
会
長)

が
町
を
女

性
の
立
場
で
し
っ
か
り
見
つ
め
考
え
よ
う
と
、

町
に
依
頼
し
実
現
し
た
も
の
で
、
同
婦
人
会
員

の
半
数
近
く
の
46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
小
鹿
正
義
町
長
が

｢

合
併
に

頼
ら
な
い
町
財
政
再
建｣

策
を
説
明
。
診
療
所
、

老
人
福
祉
施
設
、
保
育
園
の
民
営
化
な
ど
歳
出

抑
制
策
を
は
じ
め
、
国
保
税
や
水
道
料
金
な
ど

の
未
納
金
の
徴
収
強
化
、
さ
ら
に
国
保
税
を
値

上
げ
す
る
方
針
な
ど
歳
入
増
加
策
に
も
触
れ
、

参
加
者
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
、｢

は
じ
め
て
詳
し
く
聞
き
大
変

参
考
に
な
っ
た｣

ま
た
、｢

国
保
税
、
水
道
料

金
な
ど
の
未
納
額
は
い
く
ら
か
、
未
納
額
の
提

示
、
未
納
者
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か｣

な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
繊
細
な
質
問
が

次
々
と
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
山

内
会
長
は
、

｢

勉
強
会
を

機
に
、
町
の

立
て
直
し
の

た
め
私
た
ち

に
何
が
で
き

る
か
を
考
え

て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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������������������������� %�����������
����������
����� [おはよう､ 今別！桜の季節が来て
もう去りました｡ しかし私は､ アメリカの桜の木の話を教えたいと思います｡ 初めてのアメリカの大統領が６歳
の時､ お父さんの大事な桜の木を誤って切ってしまいました｡ 次の日､ お父さんは桜の木を見て､ ｢息子よ､ だ
れがあの美しい桜の木を切ったか知っているか｣ と聞きました｡ 息子は ｢うそは言えません｡ 私が切りました｡｣
と言うと､ お父さんは､ 息子を罰しませんでした｡ その代わり､ 真実を告げた息子を誇りに思いました｡ ｢正直｣
は､ アメリカではとても大切なことです｡
	�&'&(��������)�#��*+�#�"�����������,---��������������������������� ��������

�������������
 �������.���
������������������/�0�������������
����+��

�������������1���������� �� �������������
�����������
��������������
������

�����1����� 1912年､ 日本の作家Yukio Ozakiの発案で､ 3000本の桜の木がアメリカにプレゼントされまし
た｡ 現在､ その桜の木は (子ども？)､ 日本とアメリカの友情のあかしとして､ ワシントンのポトマック川のほ
とりで咲いています｡ 桜の花は､ 日本と同じく､ アメリカにおいても春が来たしるしとなっています｡
2��+3 ����������
��������������������� �$ クイズ：アメリカの初代大統領の名前は､ 何
と言いますか？���4���&(5��������
へ答えを送ってください｡ へばな！

� � ������������������� � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

町
教
育
委
員
会
と
同
緑
化
推
進

委
員
会
は
、
５
月
13
日
今
別
小
学

校
新
入
学
児
童
22
人
に
八
重
桜
の

苗
木
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
た
ち
の
健
全
な

成
長
を
願
い
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
贈
ら
れ
た
家
族
は
早
速
、
庭

に
植
え

｢

桜
の
よ
う
に
成
長
し
て

ほ
し
い｣

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

������������������������			
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荒
馬
の
里
体
験
農
場
で
５
月
７
日
、
今
別
高
校
の
体
験
学
習
開

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
平
成
12
年
５
月
の
同
農
園
オ
ー
プ
ン
以
来
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
を
栽
培
し
、
収
穫
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
は
町
の
福
祉
施
設
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
に
出
向
き

毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

今
年
も
町
の
農
林
水
産
担
当
の

職
員
を
講
師
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植

え
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
業

に
あ
た
り
ま
し
た
。

早
速
、
生
徒
た
ち
は
、
手
分
け

を
し
な
が
ら
今
年
の
豊
作
を
願
い
、

約
２
０
０
キ
ロ
の
種
イ
モ
を
鍬く
わ

を

上
手
に
使
い
な
が
ら
植
え
て
い
き

ま
し
た
。 ������������������		

����



���������	
������

��������	
�����

� � � � � � � � � 	 


���

�������� ������� ��
�����  ���

!���"#��
$�����$��%&

'()*+,

���$���� -./01

������2� 34567	1

89:;�<=>?@*� ���A���� $��$&�$���� BC�DE

89:;�FGH� ������I� $��$&�$���� BC�DE

��J������KLMNOP�QRS3TUVWXYL�MZ[\	UQ

]^]_[R[`UaXWQbcWdeWNYVfgM

hSijkQRJlmno[pideWXnqJXYr��sKoQR�lm

ntu[vwJ���MRxyJQRN�zSVOXO{Q|X}~����z

�ZL�	
��KQ�������e�cYLM

�����������������������������[JQNO

P�U���n���KLM

�89:;[�����UO�YV�M



���������	
��� ���

��������	
������������������������ !"#$%�&'!(��)

*�+,

��������	
�������������������������� !"#$%&�'''

��� � � � � ��� � ��	
�����������
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���	
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MNO P&NQO

R/S

��S

NQO-.S

NQO?@S

NQO=>/DE��S

MTUVO P&TUVQO

R/S

��S

-.-/)012345(6758-.- ��������	
�����������

75歳以上 (一定の障害のある人は65歳以上) の方は､ ｢老人保険制度｣ で診療を受けることになります｡
�����������75歳の誕生日の翌月 (誕生日が１日ならその月)
※平成14年９月30日時点で老人保健で診療を受けている人は､ 引き続き老人保健制度の対象者となります｡
※他の市区町村の介護保険施設､ 病院などに長期間入所､ 入院し住所を移しても､ 引き続き今までの市区町村の国
保加入者 (老人保健対象者) となります｡
���������

｢健康手帳｣､ ｢医療受給者証｣ が交付されます｡ 受診するときは､ ｢保険証｣ と一緒に窓口に提示します｡
※国保の資格はそのままですので､ 保険証は今までと同じです｡ 保険料 (税) も納めます｡
��� !""#$ %&'�()

*+,-.(!��/0123&45/5�678)

次回は､ 老人保健制度の入院中の食事代､ 訪問看護をうけたときなどについてお知らせ致します｡

.-./)9:45(6758.-.

9�:;<=�>#?@8AB"C

青森社会保険事務局では､ 県民の皆様に国民年金を身近に感じていただくために ｢国民年金標語｣ を募
集いたします｡ 入賞作品には､ 賞状と記念品を進呈し､ 作品については各広報に活用させていただきます｡

W* X Y Z……県内在住の方
W[\�]�…… ｢国民年金｣ の字句を必ず入れてください｡ また､ 自作未発表の作品に限ります｡
W* X ^ _……はがきに①標語作品 ②住所 ③氏名(ふりがな) ④年齢 ⑤職業 ⑥電話番号

を明記し､ 〒030－8556 青森市本町１ー３－９青森社会保険事務局 ｢国民年金標語
募集係｣ まで応募してください｡ なお､ １枚に何作品応募されても結構です｡ 皆さん
からのたくさんの応募をお待ちしております｡

� � ��������
 !"#$%&'(��

) *
��������
 !"#$%&'(��
+,-��.�/�01��

※医療費が高額になった時は払い戻しが受けられます｡
※人工透析を行っている慢性腎不全､ 血友病などの人
の場合は､ 自己負担限度額10,000円までの負担｡

 ! " #

$ % &

2 34� !"#567$%89:;<�1$%=>?�@�"#1���'���AB&=�?�C

DEF341GH
IJKLMN)� O:�@;"#

D(�34"#1341GH5IJKLMN)�OPQ�;"#

+�R�S67$%89:;<"#0TIN=#U1J/�V����'S���1�WXY

�Z[�?\��]^������^��C

 _  !"#$%&S`$%&�S��aW����C

` $

% &

� 34bc=de7f670>?�C

� 34bc=de7f670>��S341$%= !gh"i1�C
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☆支給対象
なんらかの理由により､ 父と生計を同じくしていない
18歳未満の児童を養育している場合､ または父が心身に
障害のある場合に､ その児童を養育している母親 (また
は養育者) に手当が支給されます｡
ただし､ 次のいずれかに該当するときは支給されませ
ん｡
①母 (または養育者) もしくは児童が国民年金､ 恩給等
公的年金の加算の対象になっているとき｡
②児童が施設に入所したり､ 年金の加算の対象になって
いるとき｡
③昭和60年８月１日以降に手当を支給要件に該当してか
ら､ ５年を経過しても請求しなかったとき｡

������������������������
�����������	
�

☆支給対象
精神または身体に障害のある20歳未満の児童を監護し
ている父または母､ もしくはその養育者に手当が支給さ
れます｡ ただし､ 対象児童が施設等に入所している場合
は支給されません｡
※児童扶養手当及び特別児童扶養手当は､ 一定の所得
額を超えると受給できません｡ また､ 現況届 (児童扶養
手当) 及び所得状況届 (特別児童扶養手当を２年間提出
しないと資格がなくなります｡

��������	

☆支給対象

６歳到達後最初の３月31日までの間にある児童

(義務教育就学前の児童) を養育している方に支給

されます｡ ただし､ 所得が一定額以上の場合には､

手当は支給されません｡

☆支給額

第 １ 子 5,000円 (月 額)

第 ２ 子 5,000円 (月 額)

第 ３ 子 10,000円 (月 額)

☆請求の方法

出生､ 転入等により新たに受給資格が生じた場合､

児童手当を受給するためには､ 環境福祉担当の窓口

にて ｢認定請求書｣ の提出が必要です｡

☆続けて手当を受ける場合

児童手当を受けている方は､ ��������	


����������この届は､ 毎年６月１

日における状況を記載し､ 確認するためのものです

この届けの提出がないと､ ６月分以降の手当が受

けられなくなるのでご注意ください｡
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01211301201

012043012�4

012543012�4

01241300211

00214300251

00254300241

052113052�1

05251305241

0524430�204

�
�

�4�
�
�

�

678

9�:

;<=

> ?

� @

� @

A B

C D

E F

9�:(GH���

9�:H���

;<=H���

>?���

�@"&���

IJKLM#$%�

AB"&���

CD���

N��

01211301201

012043012�4

012513012�1

012�4301244

00211300201

002043002�1

0025130�211

05211305204

052�130�211

★
集
合
注
射
料
金

３
、０
０
０
円

(

注
射
料
金
２
、４
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円)

★
犬
の
死
亡
、
所
在
地
や
飼
い
主
な
ど
の
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
住
民
福
祉

部
環
境
福
祉
担
当
ま
で
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

(

死
亡
の
場
合
は
鑑
札
と
注
射
済
票
を
返
納
下
さ
い
。)

★
新
規
登
録
料
金

３
、０
０
０
円

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
出
生
児
が｢

先
天
性
風
し
ん
症
候
群｣

と
い
う
白
内
障
、
先
天
性
の
心
臓
病
、
難
聴
な
ど
の
病
気
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
の
あ
る
女
性
で
あ
っ
て
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
方
ま
た
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

予
防
接
種
を
う
け
る
こ
と
に
よ
り

｢

先
天
性
風
し
ん
症
候
群｣

の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
医
師
と
十
分
相
談
の
う
え
、
で
き
る
限
り
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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この保険は､ スポーツ活動､ 文化活動､ ボラ
ンティア活動､ 地域活動などを行う５名以上の
アマチュア団体 (社会教育関係団体) を対象と
します｡

��� !"

平成16年４月１日～平成17年３月31日まで

#���$%�&'�

青森県体育協会内 �017 (782) 6984

※加入依頼書は町教育委員会､ 町立体育館に備え
付けてあります｡

��������	
��
������������

� � � � !"#$%&'()(*
+,-.!"�

� ��/ 0123456789

次の点に注意し､ 予防策に努めましょう｡
○ちょっと外出するときでも必ず鍵をかける｡
家の中にはできるだけ現金､ 貴重品は置かない｡
また､ 鍵のあるところへ保管する｡

○隣近所に声をかける｡
○就寝する前に必ず鍵を点検する｡
○乗り物にも必ず鍵をかける｡
○自転車には､ 二重ロックも有効

(普通の鍵とチェーンロック)
○船外機の盗難に注意
機械は､ 取り外し小屋にしまうか､ チェーン錠
でしっかり船に固定する｡

※()*：今 別 交 番�３５－２０２９
蟹田警察署�２２－２２１１

��������	�

���������	
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� � � � � � � �
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����������������������
������� !"��	
��#��$��%�
���&'�()�*+�,�-./01234
567�8�679:;�<=>3?@13A	

�BC�D��15/<=EFGHI@?@J

自動車事故対策機構では､ 交通遺児を健やかに育
成するために資金を無利子でお貸しします｡
◆+,�-./
自動車事故で保護者をなくされた子供､ 又は重度
後遺障障害者 (自賠責保険の１級～３級) に認定さ
れた方の子供を現在扶養している保護者で､ 資格要
件等がありますので機構までお問い合わせください｡
◆0 1 2 ０歳から中学卒業までの子供
◆3 4 2 子供を扶養している保護者
◆5 6 7 8
一 時 金 155,000円
月 額 20,000円
入学支度金 44,000円 (小・中学入学時)
◆9 : / ;
最終学校卒業後､ 割賦 (月賦又は月賦・半年賦
併用) による20年以内の均等払いです｡
お気軽にお問い合わせください｡

◇%&�*
〒０３０－０８４３
青森市大字浜田字豊田１３９－２１

自動車事故対策機構 青森支所
�０１７－７３９－０５５１

������

������������������������������

県では６月上旬に平成16年度の自動車税納付通知

書をお送りしています｡

開封後は切り離したりせずに､ お近くの金融機関

や郵便局で納付してください｡

また､ 便利で安全・確実な口座振替もご利用でき

ますので､ 最寄りの取扱金融機関にお問い合わせく

ださい｡

納税通知書には､ 車検の際に必要となる納税証明

書がついておりますので､ 納税した後は車検証と一

緒に大切に保管してください｡

◇自動車税は､ 運輸支局の登録に基いて４月１日現

在の所有者に課税されます｡ 自動車を廃車にした

り､ 他人に譲渡した場合や住所の変更があった場

合等は､ 登録を正しくしておく必要があります｡

●%&�*

青森県税事務所(代) �017－722－1111
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まちの行事予報 ６／１～７／10

日 曜 行 事 予 定 〈場所〉

13 日 定期消防観閲式

19 土 郡中体連夏季大会 (～20日)

23 水 今別小学校修学旅行 (～25日)

27 日 第50回町民体育祭＜今中グラウンド＞

30 水 固定資産税第２期納期限
町民税第１期納期限

７ 月

４ 日 第４回青森県生涯スポーツフェスティバル

� � � �

新
保

百も

花か

(

史
人)

中

沢

横
岡

し
さ

(

82)

奥
平
部

吉
田

光
行

(

75)

大

泊

相
内

和
夫

(

55)

村

元

瀬
川

テ
イ

(

76)

今

別

中
村
て
る
ゑ

(

76)

鍋

田

平
野
政
太
郎

(

93)

今

別

����(平成16年４月30日)
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(

４
月
１
日
か
ら
30
日
の
届
出
分)

�
�

�
�

�

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
出
の

時
に
住
民
保
険
担
当
へ
申
し
出
て
下
さ

い
。
ま
た
、
東
奥
日
報
・
東
奥
ウ
ェ
ブ

に
つ
い
て
も
同
様
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

(
)

と き 平成16年６月19日 (土)
午前９時～午後３時

ところ 中央公民館

������ � � ���
(�：35－3860)

※当日､ 用事などで来所できない方は､ 自宅でも
相談を受けますので､ お気軽にご連絡ください｡
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と き 平成16年６月９日 (水)
午前10時～午後３時

ところ 中央公民館
������

�� �	(35－2332)・
� ��(35－2224)

� ��(35－2820)・�� ��(36－2341)
※当日､ 用事などで来所できない方は､ 自宅でも
相談を受けますので､ お気軽にご連絡ください｡
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国では､ 平成22年に米づくりのあるべき姿の
実現を目指す､ 米政策改革が４月よりスタート
しました｡ 主旨をご理解いただき､ ＪA・市町
村が中心となって策定する｡
●地域水田農業ビジョンの実現
●地域の特色ある産地づくり
●農業・農業者団体による自主・主体的需給調
整の取組等のサポート､ 促進に随時ご相談を
受付しています｡
◎米政策改革相談窓口設置場所
青森農政事務所 �017－775－2154
生産調整係長 丹 代 哲 生
計 画 課 内線 (315) FAX017－723－3840
業務管理官 増 田 善 仁

○東北農政局青森農政事務所ホームページ
アドレス:
http:www.tohoku.maff.go.jp/sr_aomori/
E-メール:aomorinousei@touhoku.maff.go.jp

� ��������	
���

青森海上保安部では､ 竜飛崎灯台の一般公開を実
施します｡ この機会に灯台を見学してみませんか｡
	
���

平成16年５月１日(土)から毎週土曜､ 日曜日 (冬
季を除く)
	 �

午前10時から午後３時まで
	����

・灯台で現在使用している機器
・灯台のパネル写真
・ ｢うみまる｣ と写そうコーナー
・制服試着コーナー など

	� � �

無 料
※なお､ 荒天時等､ 中止の場合がありますのであら
かじめご了承ください｡ (竜飛崎灯台�38－2050)
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※町に住所を有する３歳以下 (４月２日誕生日以降) の子ど
もさんを掲載しています｡

※町では､ 20代・30代の元気人を探しています｡ 自他とも
にかまいませんので､ 広報担当までご連絡ください｡


